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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅰ．前期決算概要及び今期計画
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Ⅰ-１．決算サマリー 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（注１）自己資本比率も高く、財務状況的に問題はない
（注２）予想値は、２００７年４月２６日に公表した２００８年３月期業績予想数値である。
（注３）一株あたり純資産額 ：期末純資産／期末発行済株式数
（注４）一株あたり当期純利益 ：期純利益／期中平均株式数

2007年3月期
2008年3月期項　　　目

売上高（千円）

経常利益（千円）

特別損失（千円）

当期純利益（千円）

研究開発投資（千円）

総資産（千円）

純資産（千円）

発行済株式の総数（株）

一株あたり純資産額（円）（注３）

一株あたり当期純利益（円）（注４）

経常利益率（％）

自己資本比率（％） （注１）

（予想値）（注２） （実推）
対前年度比

比

１０７％

－

－

－

－

－

－

－

７８７，１２０

△３４２，３０６

△６７，５００

△４１０，７５６

２２３，８１０

１，９５９，９７６

１，６７５，９７２

３３，８９７

４９，４４３．１０

△１１，３５９．３３

△４３．５

８５．５

　８２０，０００

　△２９８，５００

　　　　　　　０

△３００，０００

－

－

－

－

－

１１２％

－

－

－

１３５％

８２％

７８％

１００％

７８％

－

９６％

　８７９，４００

　△３３３，３１５

△１１，４００

△３４５，５５８

３０１，９５３

１，６０４，４２６

１，３１１，６１４

３３，８９７

３８，６９４．１３

△１０，１９４．３５

　　　　　△３７．９

　　　　　　 ８１．７
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Ⅰ-２．業績推移（５年間） 株式会社ＤＮＡチップ研究所

2004年3月期
実績

2005年3月期
実績

2006年3月期
実績

2007年3月期
実績

2008年3月期
実推

売上高（左目盛）
経常利益（右目盛）

商品販売事業売上

研究受託事業売上

経常利益

商品販売事業売上

研究受託事業売上

経常利益

1,807.8

1,145.6

759.9

103.9 87.0

▲262.7

経常利益
(百万円)

150

0

300

-150

-300

-450

▲342.3

500

1,000

1,500

2,000

売上高
(百万円)

0

787.1

▲333.3

879.4



6

株式会社ＤＮＡチップ研究所Ⅰ-３．事業区分別業績

【研究受託事業】（説明１）
　 AceGene関連の受託解析は受託解析売上の１３％程度と減少したが、一方アジレントマイクロアレイによる受託

　解析は５５％近くを占めるまで増加している。公募関連については、一部の売上（約３６百万円）が平成２０年度へ　
　繰り越したこともあり、研究受託事業全体の売上は対前年度比７５％となった。

【商品販売事業－汎用チップ・試薬】（説明２）
　 受託解析事業に中心を置いた事業展開により、AceGene等汎用オリゴチップの販売は１６百万円と大幅に減少。
　Ｓｏｌｅｘａ等のシーケンサー向け試薬販売が主体となっている。

【商品販売事業－開発機器・一般機器販売】（説明３）
　 イルミナSolexaやアジレント・スキャナー等の公立研究機関への販売が好調に推移。このため開発機器の売上が
　大幅に増加。

【研究受託事業】（説明１）
　 AceGene関連の受託解析は受託解析売上の１３％程度と減少したが、一方アジレントマイクロアレイによる受託

　解析は５５％近くを占めるまで増加している。公募関連については、一部の売上（約３６百万円）が平成２０年度へ　
　繰り越したこともあり、研究受託事業全体の売上は対前年度比７５％となった。

【商品販売事業－汎用チップ・試薬】（説明２）
　 受託解析事業に中心を置いた事業展開により、AceGene等汎用オリゴチップの販売は１６百万円と大幅に減少。
　Ｓｏｌｅｘａ等のシーケンサー向け試薬販売が主体となっている。

【商品販売事業－開発機器・一般機器販売】（説明３）
　 イルミナSolexaやアジレント・スキャナー等の公立研究機関への販売が好調に推移。このため開発機器の売上が
　大幅に増加。

２０％２％１９.４１２％９６.５公募関連

１３６％７４％６４７.５６１％４７６.９計

７５％２６％２３１.９３９％３１０.２計

１１１％３０％２６０.９３０％２３５.８一般機器

１２０％２４％２１２.５２３％１７７.７一般（受託解析）

研究委託

開発機器

汎用チップ・試薬

（説明３）２４１％３５％３０６.５１６％１２７.３

１１２％１００％８７９.４１００％７８７.１合　計

（説明２）

（説明１）　

説明

７０％９％８０.１１５％１１３.８

商品販売
事業

－％０％０.０４％３６.０
研究受託
事業

比率売上高比率売上高

対前年比

（％）

2008年3月期2007年3月期
項　　　目

（金額単位：百万円）
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Ⅰ-４．２００９年３月期計画 株式会社ＤＮＡチップ研究所

■　売上高　　　 　 ： 研究受託事業　→ アジレントのマイクロアレイを核にした製薬会社、化粧品会社、食品会社からの大口受託解析サービス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 の受注確保とゲノム解析よる臨床研究者及び大学、研究所からの受託解析サービス確保。

　 下期からはＲＮＡチェックによる健診ビジネスを一部開始　（２３２百万円→ ４４４百万円）

　　　　　　　　　　　 　 商品販売事業　→ MammaPrint等診断ツール販売の促進　（６４７百万円 → ３７６百万円）

■　営業利益　 　 ： 受託解析サービス売上増加（売上高比率：２６％ → ５４％）による人件費等の固定費回収増。この結果研究投資額は前　
　　　　　　　　　　　　 年度比５８％に収まる。
■　研究開発投資 ：　【２００９年３月期主な研究開発投資内容】
　　　　　　　　　　　　　 （１）血液による生活習慣病、免疫関連疾患診断法の研究（埼玉医科大学、金沢大学、大阪大学等）
　　　　　　　　　　　　　　　 ＲＮＡチェックによるリウマチ薬剤効果診断、糖尿病診断技術の開発。２００９年３月期に一部事業化を開始
　　　　　　　　　　　　 （２）ConPathチップ、ハイブリ先生の改良・エンハンス継続

■　売上高　　　 　 ： 研究受託事業　→ アジレントのマイクロアレイを核にした製薬会社、化粧品会社、食品会社からの大口受託解析サービス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 の受注確保とゲノム解析よる臨床研究者及び大学、研究所からの受託解析サービス確保。

　 下期からはＲＮＡチェックによる健診ビジネスを一部開始　（２３２百万円→ ４４４百万円）

　　　　　　　　　　　 　 商品販売事業　→ MammaPrint等診断ツール販売の促進　（６４７百万円 → ３７６百万円）

■　営業利益　 　 ： 受託解析サービス売上増加（売上高比率：２６％ → ５４％）による人件費等の固定費回収増。この結果研究投資額は前　
　　　　　　　　　　　　 年度比５８％に収まる。
■　研究開発投資 ：　【２００９年３月期主な研究開発投資内容】
　　　　　　　　　　　　　 （１）血液による生活習慣病、免疫関連疾患診断法の研究（埼玉医科大学、金沢大学、大阪大学等）
　　　　　　　　　　　　　　　 ＲＮＡチェックによるリウマチ薬剤効果診断、糖尿病診断技術の開発。２００９年３月期に一部事業化を開始
　　　　　　　　　　　　 （２）ConPathチップ、ハイブリ先生の改良・エンハンス継続

２００％１０，０００５，００６設備投資（千円）

－－－経常利益率（％）

－－－営業利益率（％）

５８％１７５，６００３０１，９５３研究開発投資（千円）

－△１６２，０００△３４５，５５８当期純利益（千円）

－△１６１，０００△３３３，３１５経常利益（千円）

－△１６５，０００△３４０，４４２営業利益（千円）

９３％８２０，０００８７９，４００売上高（千円）

対前年度比２００９年３月期
計画

２００８年３月期
実績項　　　　　目

（対前年度比較）



8

Ⅰ-５．前期実推値と今期計画値の詳細 株式会社ＤＮＡチップ研究所

（注＊１）：売上原価から製品開発先行投資及び自社研究費等の研究開発投資分を除いた分（研究受託事業+
　　　　　 商品販売事業の売上原価）の売上総利益

２００８年３月期実推値 ２００９年３月期計画値

百万円

経常利益

研究開発事業

商品販売事業

研究開発投資
＋一般管理費

営業損益

研究開発投資
＋一般管理費

粗利（＊１）

売上高

営業損益

-400

-200

0

200

400

600

800

1000 820

169.7
(20.7%)

376

444
335

▲165
▲340

418
77.1
(8.8%)

232

647

879

２００９年３月期は研究受託事業の売上増により、研究開発投資が大幅に減少
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株式会社ＤＮＡチップ研究所

Ⅱ．２００９年３月期業績改善施策
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Ⅱ-１．業績改善プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所

「業績改善」推進プラン

　　　Ⅰ．受託サービス事業の拡大

　　　Ⅱ．診断ツール事業の開始

　　　Ⅲ．ＲＮＡチェックの早期事業化

収益構造の改革

業績改善

「業績改善」推進プラン

　　　Ⅰ．受託サービス事業の拡大

　　　Ⅱ．診断ツール事業の開始

　　　Ⅲ．ＲＮＡチェックの早期事業化

収益構造の改革

業績改善



11

Ⅱ-２．今期の事業概要 株式会社ＤＮＡチップ研究所

研究受託事業
　　　（５４％）

商品販売事業
　　　（４６％）

研究受託

受託解析サービス

公募

アジレント受託解析

AceGene受託解析

ConPath受託解析

ゲノム受託解析

その他

汎用チップ販売 チップ／試薬販売

診断ツール販売 MammaPrint

開発機器／
一般機器販売

Solexa
その他バイオ機器

公的機関へのプロジェクト提案→採択

・メチレーションアレイ実験解析サービス
・miRNA発現実験解析サービス
・遺伝子発現実験解析サービス
・アレイCGH実験解析サービス

・AceGeneチップ受託実験解析サービス

・HumanDNAチップ実験受託解析サービス
・ConPathパスウェイ解析サービス

・SNP解析
・CNV解析

・統計解析サービス
　膨大なチップの数値化データから、統計的な　解析　
　により、データ抽出を行う

・ハイブリ先生(学校向け遺伝子実験教材）
・AceGene、３D-Gene等汎用チップ
・Solexa用試薬

・乳がんのRNAによる予後予測診断ツール

･イルミナ社製超高速シーケンサー
・アジレント社スキャナー等

事業区分 製品区分 詳細内容 比率

３３％

５％

９％

　８％

　９％

　６％

３０％
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Ⅱ-３． 収益構造の改革 株式会社ＤＮＡチップ研究所

２
０
０
８
年
３
月
期

２
０
０
９
年
３
月
期

直接経費実績（研究開発投資＋開発原価）

・
受
託
サ
ー
ビ
ス
の
売
上
不
足

　
を
研
究
開
発
投
資
で
カ
バ
ー

・
営
業
損
失
の
悪
化

・
受
託
サ
ー
ビ
ス
の
売
上
増
加
に

　
よ
る
研
究
開
発
投
資
の
減
少

・
営
業
損
失
の
改
善

１．受託解析サービス売上増による収益構造の改革
　■ 人件費等固定費の回収効率向上による研究開発投資負担の減少

２．将来の事業の中心となる診断関連事業の早期立上げ

４億円

２億円

４億円

２億円

５億円

５億円

開発原価

開発原価

粗利

粗利

研究開
発投資

研究開
発投資

直接経費

直接経費
直接経費予算（研究開発投資＋開発原価）

研究開
発投資

開発原価

研究開
発投資

開発原価

受託サービス
売上

受託サービス
売上
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Ⅱ-４．具体的推進プラン 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．受託解析サービス事業の拡大１．受託解析サービス事業の拡大

■製販一体化による営業効率の向上

■ ｄeＣＯＤＥ社と連携したゲノム解析事業、特にＣＮＶ解析の推進による解析メニューの

　　拡大　

■ 情報解析受託の強化によるマルチプラットホーム支援の推進（受託解析サービス、

ConPathナビゲータ）

２． 診断ツール事業の開始２． 診断ツール事業の開始

■ Ａｇｅｎｄｉａ社のMammaPrint（乳がんのRNAによる予後予測）の導入

３． RNAチェック（診断）の早期事業化３． RNAチェック（診断）の早期事業化

■埼玉医科大学におけるリウマチαテストによる診断チップの性能実証試験推進

■ βテストへの移行実現（２００８年末）とリウマチ診断に続く診断事業メニュー揃えの　
　　推進
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Ⅱ-５．受託サービスの顧客内訳（計画） 株式会社ＤＮＡチップ研究所

１．２００９年３月期売上予算における受託サービスの顧客内訳１．２００９年３月期売上予算における受託サービスの顧客内訳

２００８年３月期の実推２００８年３月期の実推

２００９年３月期はアジレントマイクロアレイによる大学・研究所及び製薬会社向け受託解析サービスが中心（全体の５０％
以上）。ゲノム解析は、大学病院等との共同研究受託が中心。

ConPath受託はナビゲータによる他社チップデータのネットワーク解析受託を拡大。
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Ⅱ-６．受託サービスの製品内訳（計画） 株式会社ＤＮＡチップ研究所

２．２００９年３月期売上予算における受託サービスの製品内訳２．２００９年３月期売上予算における受託サービスの製品内訳

２００８年３月期の実績２００８年３月期の実績

２００９年３月期はアジレント、ConPath及びゲノム解析が大幅に増加。AceGene関連は減少。また、リウマチ診断のβテスト
開始による売上を計画。
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Ⅲ．健康クリニック事業の展開について

１．総合診断支援サービス事業計画（概要）
２．診断サービス事業計画
３．診断サービス事業の現況
　① ＲＮＡチェックＴＭの効果予測法
　② ＲＮＡチェックＴＭサービスの流れ
　③ 総合診断支援サービスが目指す診断モデル

　④ αテスト進捗状況（詳細）
　⑤ 市場規模・構造
　⑥ MammaPrintの普及の課題
　⑦遺伝子検査の現実
４．（参考）
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１．総合診断支援サービス事業計画（概要）

１．総合診断支援サービス・ビジネス：特徴はＲＮＡチェックを付加した診断サービス

２．素材評価（治験）試験支援・ビジネス：特徴はＤＮＡ／ＲＮＡ実験・解析サービス

３．健康指導・ビジネス　→　ヘルシー・ケアビジネス：特徴は生活習慣指導サービス

４．クリニック情報化・ビジネス：特徴は遺伝子診断の啓蒙・普及・サイト支援サービス

－遺伝子技術で自己免疫疾患・生活習慣病関連・癌の早期診断と予防がテーマ－

Ｉ．３大狙い目市場を焦点化し診断チップの開発：個人化医療ツール

ＩＩ．遺伝子解析技術を応用した「健康クリニック事業」の早期立ち上げ

遺伝子マーカー探索支援・食品評価試験（遺伝子発現データ収集）など

従来検査項目に、遺伝子発現データ、情報を付加し、専門医師のコメントを追記した総合診断レポートの提供など！

体質検査（ＤＮＡ検査）と症状診断（ＲＮＡ診断）で、発症前段階で、食事指導、運動療法、健康補助食品、サプリメント選択指導など

クリニック用遺伝子診断カタログのカスタム対応作成・コンサルティング、啓蒙・教育用資料の有償作成など

過食

運動不足

高脂血症

高血糖

高血圧

心・血管疾患 脳梗塞

　　自己免疫疾患

ストレス

偏食・間食
大量飲酒

働き過ぎ
喫煙

3,000万人

1,400万人

2,300万人

潜在患者

＜快楽習慣＞

癌

リウマチ
遺伝形質

＜体質＞ 1,740万人

リウマチ

癌
300万人

70+万人

?

糖尿病
690万人1,370万人

?
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２．診断サービス事業計画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2008/4                         　 2009/4                         2010/4                  　　　 2011/4

現在

診断ツール・サービス

診断：リウマチ：ＲＡＣ３

2/1MammaPrint

診断サービス事業

事業化準備（研究開発）

2006/4

総合診断（解析）サービス開始

4/1:リウマチ：サービスイン

１０

I．開発計画

Ⅱ．販売計画：

その他2件追加

診断キット

（継続）

（継続）

（継続）

２００７　　　　　　２００８　　　　　　　２００９　　　　　　　　２０１０

1,000

500

250

M￥

年

3
●

65
●

366
●

1,236
●

1,000件/月

100件/月

ﾘｳﾏﾁ

ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸ
ｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ
　　+2種

癌

癌

3/1:αテスト 10/1:βテスト

MammaPrint

ﾘｳﾏﾁ

Δ

Δ

Δ 58

144

405

ＲＡＣ３：RA Comprehensive Clinical-Check based on RNA check
MammaPrint：オランダAgendia社乳癌発症リスク診断キット開発、米ＦＤＡ認証済

（品揃え）
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３．診断サービス事業の現況

Ⅰ．リウマチ（ＲＡ３Ｃ）：埼玉医科大αテストの状況（5/9現在）

Ⅱ．MammaPrint受託解析サービス：共同研究と販売の状況

b.=c.+d.+e.６c. 採血待ち患者数
a.－脱落患者数１９B. ＲＮＡ解析対象数

無効判定 in e.３f. 無効判定数
６e. ＲＮＡレポート済
７d. ＲＮＡコメント中

診療開始患者数２１a. αテスト参加数

備考患者数

乳癌診断：４万、手術数：３万

死亡数：１万人

３万件/年d.市場規模：対象患者

専門医：700 施設：2502008/7:1、2008/9:5サイトc.民間クリニックサイト

１０サイトと交渉中、２サイト済４サイト（大学病院）予定b.国内Ｒ＆Ｄアライアンス数

販売開始：2008/2/12008/ 1/1独占販売契約締結a.Agendia社契約日

備考５月９現在
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①ＲＮＡチェックＴＭの効果予測法

イ
ン
フ
リ
キ
シ
マ
ブ
投
与

　
＋

診
察

採
血

初
回
投
与

２
週
後

６
週
後

14
週
後

22
週
後

3回目以降は8週おき

。。。。。。
54
週
後

０
週

２
週
後

22
週
後

54
週
後

14
週
後

①サンプリング

　　　　　　　　　　　　＜実施プロトコール＞
「0週(初回投与直前)または2週の生物製剤投与直前の採血により、
　14週後の効果予測を6週の投与時までに実施する」

１４週以降の投薬方針を検討

③レポート返却

（遺伝子解析法：ＲＮＡチェックＴＭ 法）

：RNAチェック解析

②

1 2 3回

④効果予測

薬効あり→

ＲＡ３Ｃ：
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②ＲＮＡチェックＴＭサービスの流れ

臨床データ臨床データ
選定システム選定システム

①診察
　 採血

③採血サンプル

　④RNA

⑤RNA解析

受診者

（ＲＮＡ精製）

⑩
「 RNAチェック
レポート」

②臨床情報

（埼玉医大）

クリニック（外来）

解析センター

（ＤＮＡチップ研）

⑪医師診断

外部委託

注）RNAチェック：商標登録中
　　ビジネスモデル特許申請予定

血液フロー 情報フロー

プロジェクト実行委員会：委員長＝竹内勤埼玉医大総合医療センター教授

情報フロー（一時的）

（解析結果に
基づく投薬）

（匿名化システム）

②③匿名化

契約医師
（竹内教授）

⑥
RNA
チェック
データ

⑦
・解析結果
・臨床情報

⑧
契約医師
コメント

ＲＮＡチェックＤＢ

匿名化済

（埼玉医大）

RNAチェック
サービス
総合管理
システム

⑨患者情報連結

クリニック
支援チーム

外来担当医師

ＲＡ３Ｃ：
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③総合診断支援サービスが目指す診断モデルＲＡ３Ｃ：
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RAC3 αテスト チェックシート
（2008年5月9日更新）

シリアル番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
匿名化患者ID R040247 R958066 R958461 R090791 R119886 R248071 R004264 R814227 R410285 R751083

Status 終了 終了 α脱落 終了 遅終了 終了 終了 進行中 投与中止 進行中
投薬開始予定日 3/3/08 3/4/08 3/7/08 3/11/08 3/12/08 3/21/08 3/22/08 4/8/08 4/10/08 4/14/08

投薬開始日 3/3/08 3/4/08 3/7/08 3/11/08 3/12/08 3/21/08 3/22/08 4/8/08 － 4/14/08

2w投薬予定日 3/18/08 3/18/08 3/18/08 3/25/08 3/24/08 4/4/08 4/5/08 4/23/08 4/23/08 5/1/08

2w投薬日 3/18/08 3/18/08 4/15/08 3/25/08 3/24/08 4/4/08 4/5/08 4/23/08 － 5/1/08

6週来院予定日 4/14/08 4/15/08 5/20/08 4/22/08 4/23/08 5/2/08 4/30/08 5/20/08 5/23/08 5/29/08

6週来院日 4/14/08 4/15/08 4/24/08 4/23/08 －

シリアル番号 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20
匿名化患者ID R507174 R556906 R569548  R197012 R697396 R952622 R195287 R879085 R985180 R059092

Status 進行中 進行中 進行中 進行中 進行中 予定 予定 予定 予定 予定
投薬開始予定日 4/17/08 4/23/08 4/24/08 4/28/08 5/2/08 5/9/08 5/13/08 5/13/08 5/16/08 5/28/08

投薬開始日 4/17/08 4/23/08 4/24/08 4/28/08 5/2/08 5/9/08

2w投薬予定日 5/2/08 5/9/08 5/8/08 5/14/08 5/20/08 5/23/08 5/27/08 5/30/08 6/2/08 6/11/08

2w投薬日 5/2/08 5/9/08 5/8/08

6週来院予定日 5/29/08 6/3/08 6/5/08 6/9/08 6/20/08 6/20/08 6/24/08 6/27/08 6/30/08 7/9/08

6週来院日

シリアル番号 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
匿名化患者ID R551614

Status 予定
投薬開始予定日 06/02/08

投薬開始日
2w投薬予定日 06/21/08

2w投薬日
6週来院予定日 07/16/08

6週来院日

ＲＡ３Ｃ：④αテスト進捗状況（詳細）

ＭＣ（メディカル・コーディネータ）が
臨床現場で患者さんのスケジュー
ル管理を実施しています！
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５．リウマチ医療体制

120施設

81施設

68施設

50施設

51施設

教育施設：合計＝417

出展：H19/6
・リウマチ学会
・リウマチ友の会

47施設
106.220.013826130北海道

専門医
率
%

指導
医率

%

専門
医
人

指導
医
人

医療
機関
サイト

北海道
ブロック

106.220.013826130北海道

専門医
率
%

指導
医率

%

専門
医
人
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医
人

医療
機関
サイト

北海道
ブロック

ＲＡ３Ｃ： ⑤市場規模・構造
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⑥MammaPrintの普及の課題

１．健康保険適用
２．癌民間保険での全額払い戻し制度採用促進

遺伝子診断の保険適応（例）

厚労省　2007年7月
健康保険適応　一律2,000点（2万円）上限

DNAチップによるCYP450のタイピングやBRCA1/2の遺伝子シー
ケンスなど高額な遺伝子検査には実用化の価格の壁あり

疾病 対象遺伝子　変異遺伝子

肺がん　 EGFR遺伝子
K-ras遺伝子

膵臓がん K-ras遺伝子

悪性骨軟部組織腫瘍 EWS-Flil遺伝子
TLS-CHOP遺伝子
SVT-SSX遺伝子

消化管間葉系腫瘍 c-kit遺伝子

家族系非ポリポージス大腸がん マイクロサテライト不安定性試験

当面は、患者さんにとって
高額検査になる！
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⑦遺伝子検査の現実

ーいずれも自由診療ー

遺伝子検査
項目

対象 取扱企業 定価

BRCA1
BRCA2
遺伝子の変異

家族性
罹患しやすさ

株式会社ファルコ
バイオシステムズ
（京都市）

38万円
血縁者は6万
円

OncoType　DX
遺伝子発現

タモキシフェン
（ホルモン療法）
の有効性　予後
予測

株式会社SRL 45万円

MammaPrint
遺伝子発現

予後予測（術後
療法の検討）

株式会社DNAチッ
プ研究所（横浜市）

38万円
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参考：関節リウマチ診療の現状

関節リウマチとは？
悪化・進行

指導・治療

症状該当→４以上　　　　　　　　　
＜1987年改定アメリカリウマチ学会分類基準：ＡＲＡ＞
１）朝のこわばりが少なくとも1時間持続すること（6週間以上）
２）3つ以上の関節療育の腫脹がみられること（6週間以上）
３）手関節または、ＭＰ．または、ＰＩＰ関節（指第二関節)領域
　　の腫脹がみられること
４）対称性の腫脹があること
５）手のＸ線所見で異常がみられること
６）皮下結節がみられること
７）ﾙｳﾏﾄｲﾄﾞ因子が陽性であること

テーラメイド医療、テーラメイド健康指導（栄養クリニック、スポーツ・クリニック）

診断？

治療の４本柱
　　　　 　1.基礎療法
　　　　　　　　　 生活の注意ー労働，休息，入浴，睡眠，食事
　　　　　　　　　 くすりの飲みかた，心の安静　　　
　　　　　 2.リハビリ
　　　　　　　　　 リウマチ体操，日常の変形予防の動作
　　　　　 3.薬物療法
　　　　　　　　　　 １．抗炎症剤

　　　　　　　　　　　２．抗ﾘｳﾏﾁ剤：ＤＭＲＤｓ　　　　
　　　　　　　　　　　３．ｽﾃﾛｲﾄﾞ剤：ＮＳＡＩＤｓ
　　　　　　　　　　　４．抗ｻｲﾄｶｲﾝ剤：生物薬剤　　
　　　　 　4.手術　（滑膜増殖、関節破壊、脊椎亜脱臼、腱断裂）

　　　　　　　強直性脊椎炎
　　　　　　　ベーチェット病
　　　　　　　腸炎関節炎（潰瘍性大腸炎、クローン病、
　　　　　　　　腸管ベーチェット病に伴う）
　　　　　　　乾癬性関節炎
　　　　　　　掌蹠膿疱症骨関節炎
　　　　　　　反応性関節炎（咽頭炎、赤痢Shigellaなど）
　　　　　　　ライター症候群
　　　　　　　血清反応陰性脊椎骨関節症
　　　　　　　HIV にともなう関節症
　　　　　　　ウイルス性関節炎
　　　　　　　慢性疲労症候群
　　　　　　　線維筋痛症
　　　　　　　肥大性関節炎（肺など呼吸器疾患に伴う）
　　　　　　　特発性びまん性骨増殖症（DISH)
　　　　　　　変形性脊椎症（過骨形成性脊椎症もふくむ）
　　　　　　　Enthesopaty
　　　　　　変形性関節症

　　　　　　　痛風性関節炎
　　　　　　　偽痛風
　　　　　　　リウマチ性多発筋痛症
　　　　　　　回帰性リウマチ
　　　　　　　化膿性関節炎(時に多発性に発病する、
　　　　　　　　透析患者、膠原病、高齢者）
　　　　　　　結核性関節炎（ステロイド投与中）
　　　　　　　悪性リンパ腫（シェーグレン症候群に関連あり）
　　　　　　　多発性骨髄腫
　　　　　　　甲状腺疾患にともなう関節症状
　　　　　　　アミロイド関節症（人工透析などをしている患者さん）

関節リウマチ
　悪性関節リウマチ　　　
　若年性関節リウマチ
　リテマトーデス
　シェーグレン症候群：眼
　強皮症
　CREST症候群
　多発筋炎
　皮膚筋炎
　壊死性血管炎
　抗リン脂質抗体症候群
　結節性動脈周囲炎
　混合性結合組織病
　未分化型結合組織病
　鑑別不能結合組織病
　その他

＜薬剤＞
1.カルフェニール　2.モーバー　3.リドーラ　4.アザルフィジンEN
5.メタルカプターゼ　6.リマチル　7.シオゾール　
8.ブレディニン（かなり弱い）
9.リウマトレックス（メソトレキセート）　
10.インフリキマブ（レミケード）　11.ｴﾀﾈﾙｾﾌﾟﾄ（ｴﾝﾌﾞﾚﾙ）
12.ﾄｼﾘﾌﾞﾏﾌﾞ(ｱｸﾃﾑﾗ）　13.ｱﾀﾞﾘﾑﾏﾌﾞ
14.ﾘﾂｷｼﾏﾌﾞ（ﾘｯｷｻﾝ)　15.スタチン　16.テトラサイクリン他

抗リウマチ薬には１０種類近くの薬剤があるのですが全体に共通した特徴がありますが、
個々の違いがあります。
　共通した特徴は
１）遅効性であること（２～３カ月かかって、効いてくる）
２）効果の出る人とでない人がいること（４０～８０％）
３）効果は平均３年ぐらいで消失すること
４）副作用のチェックが大切なこと（高齢者にはとくに注意）
　　高齢者（6O歳以上）は出やすい。血液と尿で骨髄造血機能、腎機能，電解質、肝機能，
　　また、聴診や胸部X線，CTで肺線維症のチェックをします。皮膚炎もよくおこります。

体質：ＨＬＡ‐ＤＲ４が陽性、自己免疫疾患
・体の多くの関節に慢性炎症が起
こり関節が腫れて痛む。進行すると
軟骨・骨の破壊が進み、手・足の
関節の変形と機能障害が起こる。
患者は現在、100万人（1,640万人）、
男女比は3：7で女性に多い！

→心臓・肺・消化管・皮膚に病変
→血管炎
→発熱や心筋梗塞・肺炎・腸梗塞

＜進行性の疾患＞
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Ⅳ．当社を取巻く環境と当社の方向性

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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個人化医療の時代

個人のゲノム（ＤＮＡ）情報
遺伝子ＤＮＡと病気
病気遺伝子の探索

巨大化の道を走るデータベース

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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ゲノムＤＮＡ診断とＲＮＡチェック

　遺伝で受け継いだＤＮＡ

一代限りのＤＮＡ

一世代内のＤＮＡ

働く遺伝子

ＲＮＡチェック

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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未病社会

健康の維持・破綻と素因（ＤＮＡ）

双子でも（素因と生理状態）

個人毎に体調モニタリング

メタボ・フィーバーについて

診断よりも健診、治療よりも予防

癌など病気の研究

創薬開発

株式会社ＤＮＡチップ研究所
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ＲＮＡ　チェックについて

個人毎の体調のモニタ
　　　リングはＲＮＡで

血液中の白血球の

　　ＲＮＡをチェックする

バイオマーカー探しとど

こが違う？

株式会社ＤＮＡチップ研究所

例リウマチ患者の血液
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サイエンスに強く軸足を置くビジネスについて

株式会社ＤＮＡチップ研究所


